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投信インターネットサービスでは、以下のセキュリティ対策を行っています。 

①ＴＬＳの暗号通信方式を採用 

 投信インターネットサービスでは、ＴＬＳによる暗号通信方式を採用しております。 

 インターネット上でのお客さまとの情報のやりとりは暗号化されて行われます。 

②ソフトウェアキーボードの導入 

 ソフトウェアキーボードとは、画面上にキーボードを表示してマウスで画面上のキーボードを

操作することで、パスワード等を入力するソフトです。キーボードからの入力情報を盗むキーロ

ガー型のスパイウェアの対策に有効です。 

③複数パスワードでの本人確認 

 投信インターネットサービスでは、ログイン時に利用する「ログインパスワード」に加え、取

引時に利用する「確認パスワード」で本人確認を実施します。 

 なお、「ログインパスワード」および「確認パスワード」は、お客さまご自身で設定していた

だき、設定された「ログインパスワード」および「確認パスワード」はお客さまのご希望により、

いつでも変更していただくことも可能です。 

④パスワード入力相違による利用停止措置 

 悪意のある第三者による総当たり攻撃などのリスクに対応するため、一定回数連続して入力相

違があった場合、利用停止措置を行っています。 

⑤ログイン履歴の表示 

 投信インターネットサービスへのログイン後には、ＨＰ上に過去３回のログイン日時を表示さ

せていただきます。過去のログイン履歴を表示することで、不正利用等がないことを確認するこ

とが可能になります。 

以 上 
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